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三間米を皆でＰＲ
ふるさとＣＭ大賞 ２月１日

　ふるさとの魅力を30秒のテレビＣＭにしてＰ
Ｒする「ふるさとＣＭ大賞えひめ'15」（愛媛朝
日テレビ〈ｅａｔ〉主催）の審査会が、松山市

総合コミュニティセンターで開催されました。

市からは、今回で８回目の出品となる道の駅み

まが出場しました。

　今回は「変わらぬみま米２」と題し、三間町宮

野下で毎年行われている伝統芸能「獅子舞」と「六

ツ鹿」をモチーフに、「みま米」と「宇和島伊達

400年祭」をＰＲするＣＭに仕上がりました。
　２月１日㈰に行われた審査会では、残念なが

ら受賞には届きませんでしたが、出品した作品

は参加賞として、ｅａｔ番組内で５回放送され

ます。

　また、作品は、

ｅａｔホームペー

ジで見ることもで

きます。

三浦西ビワ園開設記念植樹式
（源吉兆庵供給用ビワ園）

小さな春の使者 捕まえた！
津島しらうお＆産業まつり

　岡山県に本社のある和菓子メーカー、「源吉

兆庵」に供給するビワ園が三浦に開設されるこ

とを受け、記念植樹式が行われました。

　今回開設するビワ園は、愛媛県の誘致推進に

より源吉兆庵と宇和島市、松野町、鬼北町、Ｊ

Ａえひめ南が結んだ連携協定に基づき、ビワ約

1,000本を植えて源吉兆庵へ供給するビワの生
産体制を整えるものです。

　源吉兆庵の岡田社長は、「食の安心・安全が

話題となる中、生産者の顔が見える原材料を

使用できることは、消費者の皆さんへの最大の

サービスの１つ。日照も良い南予の地で生産さ

れた材料を使用することで、味もしっかりした

お菓子ができると

思う」、と述べた

後、中村知事や市

町長とビワの苗木

を植樹しました。

　

　津島の早春の風物詩

「津島しらうお＆産業ま

つり」が、岩松川おまつ

り河原で開催され、約

１万人の来場者で大いに

賑わいました。

　このイベントは、地元

の生産者と消費者が、郷土料理や特産品の展示

即売をすることで相互交流を図り、地場産業へ

の理解と親しみを深めてもらおうと、しらうお

（シロウオ）の遡上に合わせて実施しています。

　会場ではしらうお漁の体験

も行われ、参加者は不安定な

小船での作業や、川の中での

作業に悪戦苦闘していました

が、網の中に追い立てられたし

らうおをすくい上げたときには

歓声を上げて喜んでいました。

２月１日

２月１日

パールデザインコンテスト
最終審査結果 ２月８日

　宇和島真珠と、「真珠のまち宇和島」を広く

国内外にＰＲすると同時に、宇和島真珠オリ

ジナルブランドの確立を図るため実施している

「宇和島パールデザインコンテスト」の最終審

査が２月８日に行われました。

　第８回目となる今年は、全国から207点の応
募があり、デザイン画による１次審査を経た31
点の作品が、国内外で活躍される専門家によっ

て公開で審査され、最優秀賞・部門賞が決定さ

れました。

最優秀賞　「『ＭＥＳＳＡＧＥ』～キミに届け～」

キサリオ さん（愛知県）
部門賞「真珠の夢」

荻久保 万作 さん
（長野県）

部門賞「流れ」　

西村 大記 さん
（東京都）


